
平成29年度 北海道病院薬剤師会 実務研修会 
第65回 医療薬学公開シンポジウム 

「地域包括ケア時代の病診薬連携」 

2017年9月3日（日）  開場  9：40   開会  10：15 

大雪クリスタルホール 国際会議場 
 旭川市神楽3条7丁目1 TEL： 0166-69-2000 

プログラム （敬称略） 

第一部 北海道病院薬剤師会 実務研修会（主催：北海道病院薬剤師会） 
 

09：40 受付開始 研修シール（1単位）は受付時に交付します 
 

10：15～10：20  開会の辞 旭川病院薬剤師会 副会長 橋本 光生 
 会長挨拶 一般社団法人 北海道病院薬剤師会 会長 田﨑 嘉一 
 

10：20～11：50  特別講演１ 

 「地域医療における薬剤師の貢献」 
   座長 旭川厚生病院 薬剤部 薬局長 柴波 明男 

   講師 北海道薬科大学 教授 古田 精一 
 

休憩 
 

12：00～13：00 ランチョンセミナー  共催：日本化薬（株） 会場：2階 レセプション室 

 「今、薬剤師に求められる専門性」 
   座長 北海道大学病院 教授・薬剤部長 井関 健 
   講師 琉球大学医学部附属病院 教授・薬剤部長 中村 克徳 
 

第二部 医療薬学公開シンポジウム（主催：日本医療薬学会） 
 

12：30 受付開始 研修シール（2単位）および受講証は受付時に交付します 
 

13：20～13：25 実行委員長挨拶 実行委員長 田﨑 嘉一 
 

13：25～15：05 シンポジウム 

   座長 市立旭川病院 薬剤科長 粟屋 敏雄 
   座長 旭川医療センター 薬剤部長 美濃 興三 
  １．地域包括ケアシステムの構築と薬剤師の役割 
   北海道保健福祉部地域医療推進局 野口 栄輝 
  ２．健康情報発信および地域のニーズに応える健康サポート薬局の取り組み 
   一般社団法人 北海道薬剤師会 山田 武志 
  ３．大学病院と保険薬局との連携事例 
   旭川医科大学病院 小野 尚志 
  ４．継続した薬物治療管理に向けたCKD病診薬連携の構築 
      -お薬手帳へ「CKDシール」貼付による腎機能情報の共有- 
   函館五稜郭病院 矢羽羽 雅行 
  ５．ポリファーマシーで見落としがちな視点とこれからの地域連携 
   北海道ファーマライズひまわり薬局 佐藤 一生 
 

15：05～16：25 特別講演２ 

 「薬剤師外来を起点とする病院薬局連携」 
   座長 旭川医科大学病院 教授・薬剤部長 田﨑 嘉一 

   講師 名古屋大学医学部附属病院 教授・薬剤部長 山田 清文 
 

16：25～16：30 閉会の辞 一般社団法人 旭川薬剤師会 会長 藤澤 芳則 

お問い合わせ先：一般社団法人 北海道病院薬剤師会 事務局  http://www.doyaku.or.jp/hokubyo/ 
 旭川医科大学病院薬剤部内  TEL：0166-69-3493  FAX：0166-65-1392  E-mail：hokubyo@asahikawa-med.ac.jp 

主催 ： 一般社団法人 北海道病院薬剤師会、一般社団法人 日本医療薬学会 
共催 ： 一般社団法人 北海道薬剤師会、旭川病院薬剤師会、一般社団法人 旭川薬剤師会 

第一部への参加申し込みは別紙の申込用紙にてお願いいたします。 
駐車場のスペースに限りがありますので公共交通機関をご利用ください。旭川駅から徒歩10分です。 
ランチョンセミナーのチケットは9：45から会場で配布いたします。数に限りがありますのでご了承願います。 
 

本研修会は下記の認定対象となります。 
 日本病院薬剤師会 病院薬学認定薬剤師制度 カリキュラムコードⅢ-2： 1単位（第一部）、2単位（第二部） 
 日本薬剤師研修センター 認定研修：  1単位（第一部）、2単位（第二部） 
 日本医療薬学会 認定薬剤師資格更新研修：  10単位（第二部） 
 日本医療薬学会 薬物療法専門薬剤師認定制度研修： 4単位（第二部）  
 第一部、第二部それぞれの受付時に研修シールを交付します。途中参加の方には交付できません。ランチョンセミナーは対象外です。 

日時 

会場 

参加費無料 
事前申込不要 
定員300名 

参加費500円 

事前申込要 
8月18日（金）締切 

定員300名 

参加費無料 
事前申込不要 
定員150名 


